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テ
ロ
等
準
備
罪
法
案
と
通
信
傍
受
法
と
の
関
連
に
関
す
る
質
問
主
意
書

以
下
、
テ
ロ
等
準
備
罪
と
犯
罪
捜
査
の
た
め
の
通
信
傍
受
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
通
信
傍
受
法
」
）
と
の
関
連
に
関
し
質

問
す
る
。
な
お
、
い
ず
れ
も
裁
判
所
、
捜
査
当
局
の
判
断
等
に
よ
り
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
仮
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
法
律
の

解
釈
と
し
て
各
質
問
で
示
し
た
可
能
性
が
あ
り
う
る
か
が
明
ら
か
に
な
る
形
で
答
弁
さ
れ
た
い
。

一

通
信
傍
受
法
別
表
第
一
及
び
別
表
第
二
に
掲
げ
る
犯
罪
に
は
未
遂
罪
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
犯
罪
の
実
行
の
着

手
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
断
定
で
き
な
い
状
態
に
お
い
て
も
、
通
信
傍
受
法
第
三
条
第
一
項
第
一
号
の
「
別
表
第
一
又
は
別
表

第
二
に
掲
げ
る
罪
が
犯
さ
れ
た
と
疑
う
に
足
り
る
十
分
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
犯
罪
が
数
人
の
共
謀
に
よ
る

も
の
（
略
）
で
あ
る
と
疑
う
に
足
り
る
状
況
が
あ
る
と
き
」
に
該
当
し
、
第
三
条
に
基
づ
き
犯
罪
関
連
通
信
の
傍
受
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
う
る
か
。
逆
に
言
え
ば
、
「
別
表
第
一
又
は
別
表
第
二
に
掲
げ
る
罪
が
犯
さ
れ
た
と
疑
う
に
足

り
る
十
分
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
犯
罪
が
数
人
の
共
謀
に
よ
る
も
の
（
略
）
で
あ
る
と
疑
う
に
足
り
る
状
況

が
あ
る
と
き
」
と
は
、
実
行
の
着
手
が
あ
っ
た
こ
と
が
断
定
で
き
る
場
合
の
み
に
限
定
さ
れ
る
か
。

二

一
に
お
い
て
、
実
行
の
着
手
が
あ
っ
た
と
断
定
で
き
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
こ
と
が

あ
り
う
る
と
し
た
場
合
、
テ
ロ
等
準
備
罪
を
定
め
る
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
改
正
案
が
成
立
、
施
行
さ
れ
た
後
に
お
い
て
は
、

一



通
信
傍
受
法
の
別
表
第
一
又
は
別
表
第
二
に
掲
げ
る
犯
罪
の
た
め
の
共
謀
及
び
実
行
準
備
行
為
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
に
つ

い
て
、
す
な
わ
ち
テ
ロ
等
準
備
罪
の
捜
査
に
お
い
て
、
通
信
傍
受
法
に
基
づ
く
犯
罪
関
連
通
信
の
傍
受
が
可
能
と
な
る
こ
と

が
あ
り
う
る
の
で
は
な
い
か
。

三

テ
ロ
等
準
備
罪
は
、
通
信
傍
受
法
第
三
条
第
一
項
第
三
号
の
「
死
刑
又
は
無
期
若
し
く
は
長
期
二
年
以
上
の
懲
役
若
し
く

は
禁
錮
に
当
た
る
罪
」
に
該
当
す
る
こ
と
は
あ
り
う
る
か
。

四

テ
ロ
等
準
備
罪
を
定
め
る
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
改
正
案
が
成
立
、
施
行
さ
れ
た
後
、
テ
ロ
等
準
備
罪
の
構
成
要
件
た
る
共

謀
及
び
実
行
準
備
行
為
が
行
わ
れ
た
場
合
、
通
信
傍
受
法
第
三
条
第
一
項
第
三
号
の
「
別
表
第
一
又
は
別
表
第
二
に
掲
げ
る

罪
と
一
体
の
も
の
と
し
て
そ
の
実
行
に
必
要
な
準
備
の
た
め
に
犯
さ
れ
、
か
つ
、
引
き
続
き
当
該
別
表
第
一
又
は
別
表
第
二

に
掲
げ
る
罪
が
犯
さ
れ
る
と
疑
う
に
足
り
る
十
分
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
犯
罪
が
数
人
の
共
謀
に
よ
る
も
の

で
あ
る
と
疑
う
に
足
り
る
状
況
が
あ
る
と
き
」
に
該
当
す
る
こ
と
は
あ
り
う
る
か
。
あ
り
う
る
場
合
、
テ
ロ
等
準
備
罪
自
体

の
捜
査
に
お
い
て
、
通
信
傍
受
法
第
三
条
に
基
づ
く
犯
罪
関
連
通
信
の
傍
受
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
こ
と
が
あ
り
う
る

と
考
え
て
よ
い
か
。

五

松
本
国
務
大
臣
は
、
平
成
二
十
九
年
三
月
八
日
の
内
閣
委
員
会
に
お
い
て
、
「
新
た
な
テ
ロ
等
準
備
罪
の
創
設
と
新
た
な

二



捜
査
手
法
の
導
入
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
連
動
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
四
が
あ
り
う
る
と
の
回
答

だ
っ
た
場
合
、
テ
ロ
等
準
備
罪
が
創
設
さ
れ
る
と
通
信
傍
受
法
に
基
づ
く
犯
罪
関
連
通
信
の
傍
受
が
可
能
と
な
る
と
い
う
点

で
連
動
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

六

以
上
よ
り
、
テ
ロ
等
準
備
罪
の
捜
査
に
お
い
て
は
、
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
に
よ
る
メ
ー
ル
送

信
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
等
の
通
信
や
、
携
帯
電
話
を
含
む
電
話
に
よ
る
通
話
の
傍
受
が
可
能
な
場
合
が
あ
り

う
る
と
考
え
て
よ
い
か
。

右
質
問
す
る
。

三


